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Q
　
　

各
校
区
自
治
協
議
会
で
地
域

住
民
が
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
の
具
体
的
説
明
と
、
市
長
の
考
え

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。A

　

市
長　

校
区
自
治
協
議
会
で
は

各
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
の
他
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見

守
り
、
災
害
復
興
支
援
等
安
全
・
安
心
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
校
区
自
治
協
議
会
ご
と
に
、
福
祉

及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
部
署
と
社
会
福
祉

協
議
会
と
が
地
域
の
皆
様
と
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
、
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
を
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
取
り
組

む
体
制
の
整
備
に
協
力
す
る
他
、
校
区
自
治

協
議
会
の
活
動
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
広
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
関
係
部

署
が
地
域
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充

実
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
　

「
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
た
防

災
計
画
と
協
力
体
制
づ
く
り
」
と

施
政
方
針
に
は
あ
り
ま
す
が
、
広
域
連
携
よ

り
も
身
近
な
コ
ン
ビ
ニ
と
の
提
携
が
最
善
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
災
害
時
の
コ
ン
ビ
ニ
と
の
提
携
に
つ
い
て

の
考
え
方
と
、
期
待
す
る
提
携
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

②
愛
知
県
尾
張
旭
市
で
は
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

全
店
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
前
に
全
公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

公
民
館
・
コ
ン
ビ
ニ
等
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

す
る
考
え
が
あ
る
か
を
伺
う
。

A
　

市
長　

①
必
要
な
災
害
対
応
業
務

を
す
べ
て
市
職
員
で
こ
な
す
の
は
困

難
で
す
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
等
民
間
会
社
と
の
提

携
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
た
だ
し
提
携
協
定
は

県
単
位
で
結
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
県
と
市
で

密
な
連
携
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的

に
コ
ン
ビ
ニ
と
の
提
携
効
果
が
市
民
に
及
ぶ
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。
物
資
確
保
に
と
ど
ま
ら

ず
、
燃
料
供
給
な
ど
の
面
で
事
実
上
の
広
域
連

携
の
メ
リ
ッ
ト
も
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
公
民
館
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は
有
効
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
だ
し
日
常
的
な
管
理
・
啓
発

な
ど
各
自
治
会
の
対
応
と
な
り
ま
す
か
ら
、

有
利
な
補
助
金
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
し

つ
つ
、
各
自
治
会
の
実
情
に
即
し
た
対
応
を

し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
会
派
代
表
質
問
）

会派代表質問は質問を行った議員名と質問項目、及び質問項目のうち朱書き項目の質問と回答の内容を要約掲載しています。

問

地
域
住
民
が
参
加
し
や
す
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
と
は

問

災
害
時
に
備
え
コ
ン
ビ
ニ
と
の
連
携
を

深
め
る
べ
き
で
は

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
３
の
プ
ラ
ン
「
徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦
略
で
財
政
再
建
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
人
権
政
策
」
に
つ
い
て

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
３
の
プ
ラ
ン
「
徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦
略
で
財
政
再
建
」
に
つ
い
て

・
第
４
の
プ
ラ
ン
「
積
極
的
広
域
連
携
に
よ
る
大
太
宰
府
構
想
」
に
つ
い
て

・
第
６
の
プ
ラ
ン
「
民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て
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Q
　
　

施
政
方
針
第
７
の
プ
ラ
ン
に

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連

携
、
防
犯
対
策
の
整
備
充
実
、
暴
力
追
放
運

動
の
推
進
、
交
通
安
全
体
制
の
推
進
の
観
点

か
ら
、
本
市
独
自
の
表
彰
制
度
を
確
立
し
、

日
々
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
を
賛

嘆
し
感
謝
の
意
を
伝
え
る
仕
組
み
が
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

A
　

市
長　

現
在
、
防
犯
活
動
や
登

下
校
時
の
見
守
り
活
動
、
少
年

補
導
や
交
通
安
全
啓
発
活
動
な
ど
で
、
個

人
や
団
体
の
協
力
の
も
と
、
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

近
年
に
お
け
る
犯
罪
認
知
件
数
や
交
通
事

故
件
数
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
対
し
慰
労
と

功
績
を
称
え
る
た
め
、
県
や
市
、
各
協
議

会
に
表
彰
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
防

犯
・
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
筑
紫
地
区
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
筑
紫

野
太
宰
府
防
犯
協
会
、
交
通
事
故
を
な
く

す
福
岡
県
民
運
動
本
部
を
は
じ
め
、
多
く

の
団
体
に
よ
り
表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
当
面
は
太
宰

府
市
表
彰
条
例
で
対
応
し
て
参
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
会
派
代
表
質
問
）

問

本
市
独
自
の
表
彰
制
度
確
立
を

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
３
の
プ
ラ
ン
「
徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦
略
で
財
政
再
建
」
に
つ
い
て

・
第
４
の
プ
ラ
ン
「
積
極
的
広
域
連
携
に
よ
る
大
太
宰
府
構
想
」
に
つ
い
て

・
第
５
の
プ
ラ
ン
「
環
境
重
視
の
逆
転
の
発
想
で
渋
滞
解
消
」
に
つ
い
て

・
第
６
の
プ
ラ
ン
「
民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て

・
第
７
の
プ
ラ
ン
「
防
衛
省
自
衛
隊
と
連
携
し
た
市
民
の
安
全
安
心
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
環
境
政
策
」
に
つ
い
て
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Q
　
　

施
政
方
針
「
第
2

プ
ラ
ン
」
に

つ
い
て
2

点
伺
う
。

①
学
校
施
設
の
大
規
模
改
造
を
進
め
る
と
あ

る
が
、
歴
史
の
長
い
水
城
小
学
校
、
学
業
院

中
学
校
に
つ
い
て
、
児
童
・
生
徒
数
増
加
が

今
後
見
込
ま
れ
る
中
、
移
転
、
分
校
、
建
替

え
な
ど
を
早
急
に
検
討
し
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
に
つ
い
て
。

②
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
市
長
は
施
政
方

針
の
中
で
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討
し
任
期
中

に
方
向
性
を
示
す
と
し
て
い
る
。
早
急
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

A
　

市
長　

①
私
自
身
、
直
接
学
校
現

場
に
赴
き
学
校
施
設
の
老
朽
化
を

は
じ
め
様
々
な
課
題
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
水
城
小
学
校
、
学
業
院
中
学
校
に
つ
き

ま
し
て
は
、
財
政
的
制
約
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
慎
重
な
上
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
研
究
や
経
緯
を
全
て
ゼ
ロ
、
な
し

に
す
る
意
味
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

様
々
な
情
報
や
経
緯
の
継
続
性
を
保
ち
な
が

ら
、
予
見
・
予
断
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

再
度
検
討
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
な

る
べ
く
早
い
時
期
に
一
定
の
方
向
性
を
示
し
、

よ
り
良
い
給
食
の
実
現
に
踏
み
出
す
事
が
出

来
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

本
市
の
教
育
環
境
の
充
実
を

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
５
の
プ
ラ
ン
「
環
境
重
視
の
逆
転
の
発
想
で
渋
滞
解
消
」
に
つ
い
て

・
第
６
の
プ
ラ
ン
「
民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て

・
第
７
の
プ
ラ
ン
「
防
衛
省
自
衛
隊
と
連
携
し
た
市
民
の
安
全
安
心
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
環
境
政
策
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
人
権
政
策
」
に
つ
い
て
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
会
派
代
表
質
問
）
／
意
見
交
換
会

Q
　
　

「
市
政
運
営
経
費
の
見
直
し
」

に
関
し
て
5

点
伺
う
。

①
行
政
改
革
に
よ
る
歳
出
削
減
の
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て

②
太
宰
府
の
底
力
を
生
か
し
た
自
主
財
源
の

増
加
に
つ
い
て

③
施
設
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

④
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
見
込
み
額
に
つ
い
て

⑤
入
札
制
度
に
関
す
る
本
年
度
の
試
行
内
容

に
つ
い
て

A
　

市
長　

①
国
や
県
の
補
助
金
を
有

効
に
活
用
し
て
財
源
を
確
保
し
ま

す
。
ま
た
、
将
来
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、

市
債
の
発
行
を
極
力
抑
え
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

②
太
宰
府
の
歴
史
、
知
名
度
、
多
く
の
観
光

資
源
や
、
郷
土
を
愛
す
る
人
材
を
「
地
域
資
源
」

と
考
え
、
本
来
の
太
宰
府
の
底
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
自
主
財
源
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

③
公
共
施
設
を
利
用
す
る
際
の
受
益
と
負
担

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
市
民
の
理
解
と
納

得
が
得
ら
れ
る
合
理
的
な
料
金
設
定
に
な
る

よ
う
、
使
用
料
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

④
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
見
込
み
額
は
、
平

成
29

年
度
の
3

倍
増
、
1

億
2

千
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

⑤
現
在
、
現
行
の
入
札
制
度
の
検
証
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
具
体
的
な

内
容
の
検
討
に
入
り
、
試
行
を
重
ね
て
来
年

度
の
新
制
度
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

問

市
政
運
営
経
費
の
見
直
し
で
財
政
健
全
化
を

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
３
の
プ
ラ
ン
「
徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦
略
で
財
政
再
建
」
に
つ
い
て

・
第
４
の
プ
ラ
ン
「
積
極
的
広
域
連
携
に
よ
る
大
太
宰
府
構
想
」
に
つ
い
て

・
第
５
の
プ
ラ
ン
「
環
境
重
視
の
逆
転
の
発
想
で
渋
滞
解
消
」
に
つ
い
て

・
第
６
の
プ
ラ
ン
「
民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て

・
第
７
の
プ
ラ
ン
「
防
衛
省
自
衛
隊
と
連
携
し
た
市
民
の
安
全
安
心
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
環
境
政
策
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
国
際
交
流
・
友
好
都
市
交
流
の
推
進
」
に
つ
い
て
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会 派 代 表 質 問

市議会意見交換会を開催しました第４回

　平成30年4月27日(金)、プラム・カルコア太宰府と とびうめアリーナの2会場で、市民と議会の意見

交換会を開催しました。両会場合わせて200人のご参加をいただき、市民皆様が議会に寄せる関心と期

待の高さを痛感し、議員一同身の引き締まる思いです。

　皆様からいただいた貴重なご意見を、今後の議会運営に生かすとともに、さらに開かれた議会を目指

して努力してまいります。

※詳しくは太宰府市議会HPをご覧ください。
　http://www.city.dazaifu.lg.jp/admin/shisei/shigikai/ikenkoukankai/11978.html

● 市議会意見交換会アンケート（抜粋）

Ｑ 意見交換会を評価しますか？ ●意見交換会参加者の推移
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・大いに評価

20%
・無回答
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　　　評価
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・わからない
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